
航
空
保
険
の
概
賂
と
航
塞
運
途
人
の
責
任

フ

〃

ソ
　
　
條
約
に

つ
い
て
1

伊
　
　
東

克
　
　
己
⊥
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航
室
保
瞼
の
駿
蓬
　
商
業
運
途
用
並
ぴ
に
個
人
所
有
の
螢
業
用
、
ス
ポ
ー
ツ
用
の
航
室
機
の
襲
達
に
と
も
松
い
、
こ
れ
ら
航
室
機
の
使

用
に
付
鰭
す
る
各
種
の
危
瞼
に
封
し
保
瞼
を
付
け
る
こ
と
が
間
題
に
な
つ
て
來
る
の
は
當
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
航
室
保
険
（
＞
ま
筈
冒

H
易
膏
嘗
8
一
≧
；
篶
H
冨
后
H
彗
8
）
ば
一
九
二
一
年
ロ
イ
ド
（
目
o
首
ω
．
）
が
襲
行
し
た
航
室
保
険
誰
券
を
も
つ
て
構
矢
と
す
る
ら
し
い

が
第
一
家
世
界
大
職
の
開
職
に
と
も
な
い
、
急
激
に
そ
の
需
要
が
高
ま
り
こ
れ
を
消
化
す
る
の
に
英
國
に
於
て
は
ロ
イ
ド
の
み
な
ら
す
政

府
が
保
瞼
業
－
務
を
仔
う
に
到
つ
た
。
大
職
終
丁
に
あ
た
つ
て
再
ぴ
政
府
は
航
室
保
険
か
ら
手
を
引
き
、
共
の
護
催
ば
私
企
業
の
手
に
委
ね

ら
れ
て
い
る
。
米
國
に
於
て
は
第
一
玖
大
戦
後
に
到
る
迄
、
例
外
的
な
保
瞼
契
約
を
除
い
て
は
活
滋
な
動
き
は
乏
し
く
、
時
折
護
行
さ
れ

る
識
券
も
普
通
の
火
災
、
乃
至
は
自
動
軍
保
瞼
の
書
式
を
流
用
し
た
も
の
で
あ
つ
た
。
一
九
二
〇
年
頃
に
は
慨
に
梱
嘗
数
の
保
瞼
會
杜
が
航

室
保
瞼
に
闘
す
る
瞥
業
を
行
つ
て
い
た
が
統
計
賓
料
の
不
足
と
危
瞼
許
質
機
閥
の
畝
如
と
か
ら
初
期
の
損
失
は
甚
大
な
も
の
で
あ
つ
た
。

一
九
二
〇
年
に
全
國
航
窒
機
保
瞼
業
者
會
（
穿
①
2
き
昌
邑
＞
ぎ
昌
津
o
箏
宗
H
考
H
ま
冨
）
が
組
繊
せ
ら
れ
航
室
保
瞼
業
務
上
の
諾
問
魎

を
研
究
す
る
t
と
に
な
つ
た
。
此
の
業
績
の
主
た
る
ポ
の
ぱ
操
縦
士
と
航
室
機
の
登
録
制
、
航
塞
機
の
耐
航
性
（
≧
『
考
冒
ま
鳥
轟
）
講

明
審
の
預
行
に
闘
す
る
計
蕃
な
ど
で
あ
る
。
款
産
業
に
於
け
る
航
室
機
の
利
用
が
恒
久
化
し
、
．
定
期
航
室
路
が
援
達
し
、
更
に
關
係
講
渋

669



82工

親
が
制
定
せ
ら
れ
る
に
お
よ
ん
で
航
塞
運
邊
ぱ
一
つ
の
安
定
し
た
企
業
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
然
し
な
が
ら
航
室
保
瞼
は
必
す
し
も
航
室
運

邊
と
同
じ
足
並
で
襲
達
し
ク
つ
あ
る
も
の
と
ば
い
え
な
い
。
薪
型
の
航
室
機
は
縄
え
す
生
れ
、
事
故
豫
防
の
設
備
は
急
速
に
襲
達
し
、
議

危
瞼
に
鐵
す
る
政
府
の
監
督
の
目
は
縄
え
す
よ
り
巖
し
く
な
つ
て
ゆ
く
ガ
保
瞼
業
者
は
こ
れ
ら
の
危
瞼
評
便
を
塑
化
せ
し
め
る
要
因
を
絶

え
す
計
算
に
入
れ
て
い
な
け
牝
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

076

二

航
室
保
険
の
理
解
の
爲
に
必
要
な
一
、
二
の
概
念
に
つ
き
誉
及
の
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
争
1
れ
は
左
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
航
室
機
の
分
類
　
保
瞼
契
約
上
使
用
せ
ら
れ
る
航
雇
機
は
家
の
様
に
分
類
せ
ら
れ
る
。

　
㈱
　
自
家
樽
業
用
、
自
家
娯
樂
用

倒
商
業
上
”
雛
㍑
篶
ギ

　
卸
費
業
者
等
の
使
用
す
る
航
室
機
ば
、
飛
行
艇
、
多
謹
動
機
航
室
機
、
製
作
危
険
、
定
期
航
室
、
飛
行
ク
ラ
プ
な
ど
と
と
も
に
保
瞼
せ

ら
れ
る
危
険
の
上
か
ら
は
特
殊
な
取
扱
を
受
け
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。

　
砧
　
飛
行
中
の
危
険
と
地
上
の
危
険
　
保
瞼
契
約
に
は
飛
行
申
の
危
瞼
に
封
す
る
も
の
と
、
地
上
に
於
け
る
危
瞼
に
費
す
る
も
の
と
が
あ
り

ま
た
此
の
既
者
を
含
ん
だ
も
の
が
あ
る
。
そ
こ
で
営
然
飛
行
中
と
は
一
騒
ど
う
い
う
意
昧
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
の
定
義
が
必
要
で
あ
る

が
保
瞼
の
目
的
の
爲
に
ば
、
航
室
機
が
實
際
の
灘
陸
の
爲
の
走
行
を
開
姶
し
た
時
か
ら
共
の
後
着
陸
の
爲
の
走
行
を
安
全
に
完
了
す
る
迄

の
期
間
を
除
い
て
は
飛
行
中
と
は
着
え
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。

　
以
上
に
述
ぺ
た
分
類
と
、
米
國
に
於
て
は
商
務
省
の
許
可
誼
の
あ
る
航
室
機
の
み
が
保
瞼
の
勘
象
に
な
る
と
い
う
事
實
な
一
般
的
な
條



件
と
し
て
、
保
瞼
契
約
そ
の
も
の
は
玖
の
二
種
に
分
た
れ
る
。

　
機
縫
保
険
（
串
＝
旨
5
窒
s
昌
①
）

　
責
任
保
瞼
（
＝
き
旨
昌
5
ω
昌
彗
8
）
但
し
、
從
業
員
保
瞼

（
考
o
寿
昌
雪
ω
．
O
o
昌
肩
易
き
昌
）
を
含
む
。

三
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機
饅
保
瞼
　
海
上
保
瞼
の
用
語
を
借
用
し
て
｝
邑
二
富
彗
彗
8
と
呼
ぱ
れ
る
機
髄
保
瞼
は
保
険
讃
券
の
付
帯
條
項
中
に
明
示
せ
ら
れ

る
と
こ
ろ
の
機
鵠
に
加
え
ら
れ
る
直
接
的
な
損
害
又
ぼ
損
失
に
醤
す
る
保
瞼
を
い
う
。
保
瞼
誼
券
は
危
瞼
列
畢
式
に
書
か
れ
る
か
或
は
、

全
危
険
搭
保
式
に
書
か
れ
る
か
の
二
種
あ
り
、
危
瞼
列
畢
式
の
場
合
は
衣
の
危
険
の
い
く
つ
か
叉
は
金
て
を
か
か
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
。
即
ち

ω
　
火
災
（
ヨ
亮
）
。
本
質
的
に
は
地
上
の
危
瞼
で
あ
る
が
、
特
約
に
よ
り
て
適
用
を
撞
張
す
る
こ
と
が
出
來
る
。
通
常
は
研
、
爆
襲
、
肖

　
己
襲
火
、
を
含
み
、
墜
落
後
の
火
災
を
含
ま
な
い
。

②
　
墜
落
（
9
鶉
ご
＞
8
己
昌
冨
－
U
與
昌
顯
σ
q
①
）
。
飛
行
固
有
の
危
瞼
で
あ
つ
て
（
亭
①
潟
邑
ω
o
申
穿
①
巴
『
）
、
飛
行
中
に
地
面
、
水
面

　
共
の
他
の
物
確
と
衛
突
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
お
こ
る
損
失
叉
は
損
審
で
あ
る
。
墜
落
後
の
火
災
、
ひ
よ
う
、
氷
雨
、
雪
、
不
時
着
水
し

　
た
後
の
沈
渡
を
含
む
。

③
　
暴
風
（
オ
一
ま
段
昌
昌
）
。
地
上
の
危
瞼
に
膓
す
る
も
の
で
、
地
震
、
洪
水
、
ひ
よ
う
、
氷
雨
、
雲
、
雨
、
格
納
庫
、
工
場
叉
ぱ
同
様

　
の
構
築
物
の
崩
壌
に
よ
る
損
害
も
含
む
。

④
　
地
上
の
損
審
（
o
D
冨
↓
♂
富
｛
－
彗
創
U
與
旨
墨
o
）
。
他
の
航
室
機
、
そ
の
緩
の
物
織
と
の
衝
突
、
破
損
、
打
ち
傷
、
．
傷
、
引
つ
か
き

　
傷
な
ど
を
含
む
。
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031

　
な
お
水
上
機
、
飛
行
艇
、
水
陸
爾
用
機
に
封
し
て
は
繁
留
中
の
損
害
（
童
o
o
｝
お
U
彗
5
σ
q
①
）

ω
津
）
の
危
瞼
に
劉
し
付
保
す
る
場
合
も
あ
る
。

に
勤
し
付
保
す
る
。
或
は
籟
盗
（
↓
手

276

　
責
任
保
険
責
任
保
瞼
に
は
、
ω
一
般
責
任
（
毛
巨
o
5
巨
身
）
1
乗
客
以
外
の
人
物
に
加
え
ら
れ
た
傷
害
に
封
す
る
責
任
を
損
補

す
る
も
の
、
②
乗
客
に
封
す
る
責
任
（
潟
㎝
ω
竃
潟
二
訂
巨
げ
身
）
1
付
保
せ
ら
れ
た
航
室
機
中
に
於
て
或
は
乗
降
に
際
し
て
乗
客
の
身
騒
に

加
え
ら
れ
た
傷
害
に
封
す
る
責
任
を
ヵ
バ
ー
す
る
も
の
、
③
財
産
責
任
（
軍
ε
實
q
　
ご
ま
畠
身
）
1
財
産
に
加
え
ら
れ
た
損
審
に
鐵
す

る
責
任
を
カ
バ
ー
す
る
も
の
、
④
室
港
資
任
（
≧
筍
o
暮
＝
ま
畠
｛
）
1
室
港
の
所
有
者
が
、
そ
の
室
港
に
於
て
強
生
し
た
損
筈
に
つ
き

問
わ
れ
る
責
任
を
ヵ
バ
ー
す
る
も
の
。
⑤
格
納
庫
所
有
者
の
責
任
（
｝
竃
α
q
胃
O
峯
篶
易
．
＝
き
目
ξ
）
1
格
納
庫
の
斯
有
者
が
そ
の
預
か

る
航
室
機
の
損
害
に
封
し
責
任
を
負
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
時
に
こ
れ
を
ヵ
バ
ー
す
る
も
の
、
な
ど
が
普
通
で
あ
る
が
、
更
に
遣
加
す
べ
き
も
の

は
家
の
も
の
で
あ
る
。
㈹
室
申
シ
ョ
ウ
責
任
（
≧
『
署
①
g
＝
き
巨
q
）
．
1
入
場
料
を
取
つ
て
競
技
叉
は
シ
ヨ
ウ
な
ど
を
見
せ
る
場
合
、

前
記
の
室
港
責
任
の
契
約
の
下
に
は
ヵ
バ
ー
さ
れ
な
い
か
ら
、
此
の
様
汝
特
約
の
必
要
が
あ
る
。
⑦
貨
物
責
任
（
O
胃
容
＝
印
堅
ξ
）
1

貨
物
乃
室
手
荷
物
に
加
え
ら
れ
る
損
害
に
醤
す
る
責
任
を
ヵ
バ
ー
す
る
も
の
、
こ
れ
は
運
邊
人
が
荷
邊
人
に
批
し
て
負
う
べ
き
そ
の
託
邊

貨
物
乃
至
は
手
荷
物
に
加
え
ら
れ
る
損
害
の
責
任
の
垣
補
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
荷
邊
人
が
直
接
白
己
の
貨
物
に
勤
し
て
付
保

す
る
航
室
貨
物
保
険
ー
そ
の
多
く
は
荷
邊
人
の
委
頼
に
よ
り
航
室
會
耐
が
手
絞
を
代
行
す
る
も
の
で
あ
る
が
－
と
は
明
ら
か
に
厘
別
さ
れ

ね
ば
な
ら
扱
い
。
③
に
掲
げ
た
財
産
責
任
に
封
す
る
保
瞼
は
付
保
ぜ
ら
れ
た
航
室
機
内
の
貨
物
に
勤
し
て
は
そ
の
損
害
を
坂
補
し
な
い
の

で
あ
る
。
⑧
從
業
員
保
険
（
峯
o
宍
昌
竃
ω
．
O
o
冒
潟
島
き
昌
）
①
に
禍
げ
た
一
般
責
任
は
從
業
員
を
封
照
と
し
な
い
か
ら
、
災
審
補
償

法
の
適
用
の
な
い
場
含
に
一
般
法
上
雇
傭
者
が
負
う
べ
き
從
業
員
の
事
故
に
封
す
る
責
任
を
カ
バ
ー
す
べ
き
保
険
が
あ
る
。
㈹
雇
腋
者
航



室
事
故
補
償
（
向
昌
忌
o
着
易
，
＞
三
ま
昌
H
己
①
冒
邑
q
）
雇
傭
者
の
命
令
で
航
室
機
に
乗
り
族
行
を
せ
ね
ぱ
な
ら
ぬ
事
務
員
、
な
ど
が
事

故
に
際
し
て
蒙
む
る
損
審
を
屈
傭
者
は
褒
補
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
此
の
様
な
屈
僻
者
の
責
任
を
カ
バ
ー
す
る
爲
の
保
瞼
で
あ
る
。
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運
邊
人
の
責
任
と
ワ
ル
ソ
ー
條
約
責
任
保
瞼
の
箭
提
と
な
る
も
の
は
、
何
ら
か
の
事
故
が
起
つ
た
場
合
に
運
途
人
の
責
任
は
如
何
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
規
中
重
大
な
間
魎
は
乗
客
の
死
亡
や
傷
害
に
封
す
る
運
邊
人
の
責
任
の
所
在
で
あ
る
。
航
室
機
の
場
合
、
此
の
様
な

責
任
の
所
在
は
必
す
し
も
明
ら
か
で
な
い
。
米
英
に
於
て
航
室
運
邊
人
を
一
般
法
で
律
し
、
所
謂
絶
封
責
任
（
き
ω
o
旨
冨
冒
σ
；
貫
）
を

負
わ
し
め
る
こ
と
の
可
否
に
つ
い
て
の
論
議
は
未
だ
憲
き
る
と
も
見
え
な
い
の
で
あ
る
が
、
國
際
的
に
は
早
く
よ
り
、
航
室
運
邊
人
の
責

任
に
關
す
る
続
一
規
則
の
必
要
が
痛
感
さ
れ
て
い
た
。
■

　
一
九
二
二
年
、
國
際
聯
盟
通
信
交
通
諮
問
技
術
委
員
會
（
↓
冨
＞
穿
げ
o
q
彗
q
↓
8
巨
一
8
－
O
o
昌
邑
幕
①
｛
胃
O
o
昌
旨
目
目
汗
き
昌

彗
q
弓
冨
豪
斥
o
h
彗
①
5
轟
目
①
o
h
2
き
o
易
）
は
國
際
私
法
に
關
す
る
奮
議
へ
の
フ
ラ
ン
ス
政
府
の
摺
待
を
受
け
る
こ
と
を
各
國
に

薦
め
、
此
の
禽
議
に
よ
つ
て
航
窒
法
規
專
門
家
國
際
技
術
委
員
會
（
臣
①
O
o
旨
ま
－
算
鶉
畠
巨
旨
印
－
↓
9
ま
昼
毒
O
．
向
老
9
冨
旨
『
亭

昼
焉
＞
冊
ユ
彗
ω
一
〇
胃
丙
＞
）
が
設
け
ら
れ
た
。
　
一
九
二
九
年
ワ
ル
ソ
ー
に
於
て
此
の
委
員
會
主
催
の
下
に
開
か
れ
た
第
二
回
國
際
航
室

私
法
會
議
（
亭
①
窒
8
己
H
鼻
⑦
昌
き
昌
印
－
O
◎
幸
胃
昌
8
昌
軍
ξ
べ
①
＞
マ
5
奉
）
に
於
て
決
定
を
見
た
所
謂
ワ
ル
ソ
ー
條
約
（
亭
①

峯
弩
竃
峯
O
◎
量
8
ま
目
）
ぼ
、
國
際
航
室
運
邊
に
於
け
る
航
室
運
邊
人
の
乗
客
並
に
貨
物
に
封
す
る
責
任
に
關
す
る
一
つ
の
シ
ス
テ
ム

を
規
定
し
て
い
み
σ
此
の
ワ
ル
ソ
ー
條
約
は
、
概
運
邊
が
國
際
運
邊
の
範
曙
に
鰯
す
る
限
り
に
於
て
は
、
芙
の
加
盟
國
に
適
用
さ
れ
る
も

の
で
あ
呑
。

　
先
す
同
條
約
第
十
七
條
は
「
運
途
人
は
、
族
審
の
死
亡
叉
は
負
傷
そ
の
他
の
障
害
の
場
合
に
於
け
る
損
審
に
つ
い
て
は
、
そ
の
損
審
の

376
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原
因
と
な
つ
た
事
故
が
航
室
機
上
で
生
じ
、
叉
は
乗
降
の
た
め
の
作
薬
中
に
生
じ
た
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
責
任
を
負
う
。
」
と
規
定
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

る
。
手
荷
物
及
び
貨
物
に
關
し
て
は
第
十
八
條
の
ω
に
、
「
運
邊
人
ば
、
託
邊
手
荷
物
叉
は
貨
物
の
破
壌
、
滅
失
叉
は
き
損
の
場
合
に
お
－

け
る
損
審
に
つ
い
て
は
、
そ
の
損
害
の
原
因
と
な
つ
た
事
故
が
航
室
運
邊
中
に
生
じ
た
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
責
任
を
負
う
。
」
と
あ
り
、
さ

ら
に
「
航
室
運
途
中
」
な
る
語
を
定
義
し
て
同
條
の
②
に
、
「
ω
に
お
い
て
航
室
運
途
中
と
は
、
手
荷
物
叉
は
貨
物
が
飛
行
場
若
し
く
は
航

室
機
上
に
お
い
て
叉
は
、
飛
行
場
外
に
着
陸
し
た
場
合
に
は
、
場
所
の
い
か
ん
を
間
わ
す
運
途
人
の
管
理
の
下
に
あ
る
期
間
を
い
う
。
」
と

言
つ
て
い
る
。
第
十
九
條
に
は
「
運
途
人
は
族
客
、
手
荷
物
叉
は
貨
物
の
航
室
運
途
に
お
け
る
延
着
か
ら
生
す
る
損
害
に
つ
き
責
任
を
貨

う
」
と
遅
延
の
責
任
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
然
し
な
が
ら
運
邊
人
の
責
任
は
「
縄
封
的
」
な
も
の
で
は
な
く
、
第
二
十
條
に
は
「
ω
運

邊
人
ば
、
湿
途
人
及
ぴ
そ
の
使
用
人
が
損
害
を
防
止
す
る
た
め
必
要
な
す
べ
て
の
措
置
を
執
つ
た
こ
と
叉
は
そ
の
描
雌
を
執
る
こ
と
が
で

き
な
か
つ
た
こ
と
を
誼
明
し
た
と
き
は
、
責
任
を
負
わ
な
い
。
②
貨
物
及
び
手
荷
物
の
運
邊
に
於
て
は
、
運
途
人
は
、
損
害
が
操
縦
、
航

室
機
の
取
扱
叉
は
航
行
に
闘
す
る
過
失
か
ら
生
じ
た
こ
と
並
ぴ
に
運
途
人
及
び
そ
の
使
用
人
が
そ
の
他
の
す
べ
て
の
鮎
で
損
害
を
防
止
す

る
た
め
必
要
な
す
ぺ
て
の
措
置
を
執
つ
た
こ
と
を
誼
明
し
た
と
き
は
、
責
任
な
負
わ
な
い
。
」
と
規
定
し
て
い
る
。
も
つ
と
も
こ
れ
は
何
等

目
新
ら
し
い
原
理
で
は
な
く
、
「
運
邊
人
が
船
舶
を
堪
航
状
態
に
お
く
た
め
に
必
要
な
る
注
意
を
な
し
て
い
た
場
合
に
は
、
運
途
人
は
、
航

海
も
し
く
は
船
舶
の
取
扱
い
に
お
け
る
船
長
そ
の
他
の
過
失
よ
り
生
す
る
損
害
の
責
任
を
負
わ
な
い
」
と
い
う
海
商
法
上
の
原
則
を
適
用

し
た
も
の
で
あ
る
。
例
え
ぱ
ワ
ル
ソ
ー
條
約
の
威
立
に
先
立
つ
藪
年
へ
ー
グ
・
ル
ー
ル
ズ
を
骨
子
と
し
て
威
立
し
た
「
般
荷
誼
券
に
闘
す

る
若
千
の
規
則
統
一
の
た
め
の
國
際
條
約
」
（
巨
8
∋
註
o
畠
－
o
o
弓
彗
け
－
；
｛
昌
ま
o
q
邑
ま
註
昌
o
｛
o
胃
s
ぎ
内
己
窃
篶
－
註
■
σ
q

8
里
豪
o
市
－
註
巨
胴
）
第
四
條
の
規
定
の
如
き
に
徴
し
て
．
も
こ
れ
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
二
十
一
條
は
「
被
害
者
の
過
失
が
損
害

の
原
困
と
な
つ
た
こ
と
、
叉
原
因
の
一
部
と
な
つ
た
こ
と
を
運
途
人
が
誼
明
し
た
と
き
は
、
裁
判
痂
ぱ
、
自
閲
の
法
律
の
規
定
に
從
い
、

運
邊
人
の
責
任
を
冤
除
し
、
叉
は
軽
減
す
る
こ
と
が
出
來
る
。
」
と
し
て
い
る
』
か
く
し
て
ワ
ル
ソ
ー
條
約
ば
事
故
の
強
生
に
あ
た
り
運
途
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人
に
責
任
が
あ
る
と
の
推
定
を
下
し
は
す
る
が
以
上
に
引
州
し
た
如
き
抗
辮
を
爲
す
こ
と
を
同
時
に
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
前
記
第
十

九
條
の
延
着
に
關
す
る
責
任
の
規
定
は
族
客
並
び
に
荷
途
人
の
機
利
を
著
し
く
堆
大
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
叉
一
方
に
於
て
ワ
ル
ソ
ー

條
約
は
、
有
限
責
任
の
原
理
を
探
川
し
、
第
二
十
二
條
ω
に
「
族
審
運
途
に
お
い
て
は
、
各
族
客
に
封
す
る
運
迭
人
の
責
任
は
、
十
二
萬

　
五
千
フ
ラ
ン
の
額
を
隈
度
と
す
る
。
云
云
」
ま
た
②
に
「
託
邊
手
荷
物
及
び
貨
物
の
運
途
に
お
い
て
は
、
遜
邊
人
の
責
任
は
、
　
一
キ
ロ
グ

一
ラ
ム
に
つ
い
て
二
百
五
十
フ
ラ
ン
の
額
を
限
度
と
す
る
。
云
云
」
と
あ
る
。
然
し
な
が
ら
此
の
金
額
は
、
族
客
の
場
含
は
「
運
途
人
と
の

　
特
約
に
よ
り
」
、
　
手
荷
物
及
び
貨
物
の
場
含
は
「
便
額
を
特
に
申
告
し
、
且
つ
必
要
と
さ
れ
る
珊
料
金
を
支
挑
つ
た
場
合
は
、
こ
の
限
り

　
で
な
い
。
」
と
さ
れ
て
い
る
。
「
族
客
が
保
管
す
る
物
品
に
つ
い
て
ば
、
趣
途
人
の
黄
任
ぱ
、
族
客
一
人
に
つ
い
て
五
千
フ
ラ
ン
の
額
を
限

　
度
と
す
る
。
」
旨
の
規
定
は
二
十
二
條
の
③
で
あ
る
。

　
　
ワ
ル
ソ
ー
條
約
は
更
に
「
責
任
に
闘
す
る
訴
」
そ
の
他
の
抜
術
的
な
規
定
を
数
條
に
わ
た
つ
て
設
け
て
居
り
、
共
の
あ
る
も
の
は
棚
微

　
な
重
要
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
本
質
的
な
責
任
に
闘
す
る
部
分
は
以
上
の
逓
り
で
あ
る
。

　
　
倫
一
九
三
三
年
の
矢
張
り
9
↓
同
＞
主
催
に
な
る
ロ
ー
マ
禽
議
に
於
て
ぱ
無
過
失
責
任
の
観
念
を
導
入
し
運
途
人
に
捨
保
を
設
定
し
乃

　
至
は
適
常
な
保
険
措
置
を
講
す
る
こ
と
を
要
求
し
、
こ
れ
ら
の
映
如
乃
至
は
作
意
遡
失
の
あ
つ
た
時
は
、
無
限
資
任
の
生
す
る
が
如
き
効

果
を
持
た
し
め
ん
と
し
た
の
で
あ
つ
た
が
各
國
の
批
准
を
待
た
す
し
て
、
動
胤
期
よ
り
第
二
次
世
界
大
鮫
へ
と
推
移
し
、
共
の
後
の
護
展

　
を
見
な
い
で
い
る
。
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